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珠玉の名台詞、
豪華キャストの演技のアンサンブルの妙、
これぞ日本映画と呼べる感動作！
昨年、単館作品として、ロングランを記録した浅野

忠信主演『地雷を踏んだらサヨウナラ』を製作した

チームオクヤマが贈る感動作品。バプル崩壊で会社

も妻子も失った男は、重い心臓病を患う母を連れて、

伝説の名医がいる千葉・鴨川を目指して百マイルの

旅に出る…。市井の善人が幸福を探し求める心温ま

る物語。主人公の安男に時任三郎。自身の当たり役「ふ

ぞろいの林檎たち」 (TBS)のキャラクターのその後を

思わせる。母・きぬ江には『ハチ公物語』の八千草薫、
ぼっぽや

伝説の外科医に『カンゾー先生』の柄本明、『鉄道員』

の大竹しのぶが聖母のような女・マリを演じれば、『サ

ラリーマン金太郎』の羽田美智子は安男の別れた妻

で慎み深い女性を魅せる。また、藤本医師にはヒッ

ト作『ナヴィの恋』の若手実力派村上淳。監督は浅田

作品を映像化したことがある早川喜貴。撮影にベテ

ラン『EUREKA（ユリイカ）』の田村正毅、脚本は鈴

木消順作品などで知られる田中陽造。音楽を、兄フ

ミヤとのユニット F-BLOOD で活躍している藤井

尚之が担当、同名主題歌を F-BLOOD （作詞／藤井

フミヤ作曲／藤井尚之）が歌うのも話題。

製作総指揮：中村雅哉

プロデュース：奥山和由
製作：早河洋

桜井五十男

プロデューサー：佐々木亜希子
原作：浅田次郎

「天国までの百マイル）（朝日新聞社刊）

脚本：田中陽造
監督：早川喜貴
協力監督：五十嵐匠

音楽：藤井尚之
サウンドトラック(SMEJ Associated Records) 

撮影：田村正毅

照明：山川英明

録音：井上宗一
美術：丸尾知行

編集：岡安蓋
主題歌： F-BLOOD

「天国までの百マイル」
作飼藤井フミヤ

作曲藤井尚之
(SM EJ Associated Records) 
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泣かせの名手北上次郎（評論家）
浅田次郎の小説に派手な道具立ては滅多にない。国際謀略

も出てこなければ、陰惨な殺人事件も起こらない。しかしこ

の作者が描くと、ドラマはいつも緊迫感が濯ってくる。それ

は登楊人物の感情の振幅を鮮やかに描くからだ。派手な背繋

はなくても、その振幅のディテールをこれでもかこれでもか

と描きだすことで緊迫感は生まれてくる。それが浅田次郎の

小説作法である。

どんな人間にも感情の動きはあり、その中に真のドラマは

ある、とでも言うように、浅田次郎の小説では、あふれ出る感

情とともに人間がいきいきと立ち上がるのだ。

『天国までの百マイル』もそういう一団である。これほど浅田

次郎の特徴を凝縮した作品もあるまい。これは、心臓を病ん

だ母を遠くの病院に運ぶ話である。なんと、それだけの話だ。

いや、正確にいえば、もちろんそれだけではない。主人公は事

業に失敗し、妻子とも別れて人生のどん底にある。兄弟たち

は冷たくて、誰も母の行病を見ようとはしない。そういう人

問関係の構図はある。さりげなく｀兄弟たちの人間像が描か

れるし、事業に失敗した途端に冷たくなった弁護士や、拾っ

てくれた同級生や｀一緒に狂らしている気のいいホステスなど、

さらに病院の医師たちまで、主人公のまわりにうごめく人間

像が過不足なく活写される。

そういう描写はあるにせよ、しかし話の核心は母親を病院

に運ぶ話なのだ。それだけなのだ。それなのに、いつもの浅田

次郎作品と同じように、たっぶりと読まされるのは、兄弟や

弁護士や同級生やホステスや医師たちの感情を、そして別れ

た妻や主人公の感情を、幾つも幾つも積み狐ねることで、鮮

やかな風景を作りだしているからである。

こういう I美談l に対して、現実はそんなに甘いものではあ

るまいという批判があることは承知している。しかし現実が

厳しければ厳しいほど、小説にこれくらいのファンタジーは

許されたい。生きていくのはそれだけで辛いのに、どうして

小説を読んでまで辛い体験をしなければならないのだ、とい

う意見にも一分の理はあると思う。

かくて私たちは、浅田次郎の小説を読んで、気持ちよく涙

を流すのである。母親を乗せた汚れたワゴンを見て、大丈夫

直りますよと医師が断言する場面で。あるいは金貸しが［パパァ、

大丈夫か1 と声をかける場面で。そして子供たちが新しい生活

のかたちを提唱する場面で。何度も目頭を熱くさせながら、

生きていくのもそんなに悪くはないぞ、とこの小説に叱咤激

励されるのである。
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時任三郎

大竹しのぶ

12月23日（祝）より新春ロードショー！贋誓闘警中！
［大阪・梅田に新しいロードショー劇場誕生！！ ］澪苫恥

直 ＂醐i.り蝶暉：［スタ互；）ijこうi頃田曇8)1
（＊シネ・リーフル電話番号 2000年 12 月 18 日より開通予定）


